
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①高い付加価値
を生み出すも
のづくり産業
の振興

・本道経済構造は公的需要に依存
・１次産業や３次産業割合が高い
・付加価値生産性が全国平均を大
きく下回っている

○自動車関連分野への参入促進
○食関連機械産業の育成・振興
○ものづくり企業の新分野進出の促進等
《ビジネスマッチングの中止等》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②健康長寿・
医療関係産
業の創造

・ものづくり産業からの新規参入や
医工連携などの産業集積の動き

・化粧品分野での参入や創業が活
発になってきている

・魅力あるサービス・製品の創出
や販路拡大等の推進が必要

○医療現場のニーズとものづくり企業を
マッチングするニーズ発表会の開催

○専門家派遣による参入や製品開発の
支援

○展示会へ出展し、道内ものづくり企
業の技術力のＰＲを実施

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

③食関連産業
の振興

・本道の食品工業は素材提供型の
色合いが強く、付加価値額は全
国と比較して低い

・アジアを中心とした海外への販
路開拓を進めることが必要

○「食ｸﾗｽﾀー 連携協議体」を通じて、道産
食品の販路拡大や商品開発を支援

○地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの創出など、食品製造業
の販路拡大及び高付加価値化

《ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業の延期等》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

高い付加価値を生み
出すものづくり産業

の振興

②健康長寿・医療関
係産業の創造
（経済部）

①高い付加価値を
生み出すものづく
り産業の振興
（経済部）

③食関連産業の振
興

（経済部）

食の関連産
業の集積を
図り総合産
業群を形成

域内需要の獲
得や新たな需
要の掘り起こ
しを推進

【政策の方向性と施策の関係】

2 分 野：経済・産業

(2)  政 策 の 柱：本道の優位性を活かした力強い地域産業の創造

A    政策の方向性：高い付加価値を生み出すものづくり産業の振興

【関連指標】

【総合計画の指標】

情報通信機械
器具、生産用
機械器具で減
少し、加工組
立型工業全体
の出荷額は減
少

加工組立型工業の製造品出荷額等（億円）
（暦年）（施策①）
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製造業の付加価値生産性（万円）(暦年）
(施策①②③)

付加価値額、付
加価値生産性は
増加となったが
全国平均に対し
74%の水準に
とどまっている
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加工組立型工業の付加価値生産性（万円）
(施策①)
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【ほか１つの関連指標】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

（※）

（※）

道内企業の参入促進・
競争力強化

情報通信機械
器具、生産用
機械器具の減
少により、付
加価値生産性
全体としては
減少

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0511PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0510PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0501PDC.pdf

